
 

平成 28 年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」 

における南港北中学校の結果の分析と今後の取組について 
 

 スポーツ庁による「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」について、平成 28 年４月

から７月末までの期間に、２年生を対象として、「実技に関する調査」と「質問紙調査」

を実施いたしました。 

 大阪市教育委員会では、保護者や地域の皆様等に説明責任を果たすとともに、より一層

教育に関心をお持ちいただき、教育活動にご協力いただくため、各学校が調査結果や調査

結果から明らかになった現状等について公表するものとしています。 

 本校でも、調査結果の分析を行い、これまでの成果や今後取り組むべき課題について明

らかにしてまいりましたので、本市教育委員会の方針に則り公表いたします。 

  なお、本調査により測定できるのは、体力等の特定の一部分であり、学校における教育

活動の一側面に過ぎません。本校では、他の教科も含め、総合的に子どもの体力向上をめ

ざしています。学校の現状や取組の参考にしていただきたいと思います。 

 

１ 調査の目的（全国体力・運動能力、運動習慣等調査に関する実施要領より抜粋） 

（１）子供の体力・運動能力等の状況に鑑み，国が全国的な子供の体力・運動能力の状況を

把握・分析することにより，子供の体力・運動能力の向上に係る施策の成果と課題を

検証し，その改善を図る。 

（２）各教育委員会，各国公私立学校が全国的な状況との関係において自らの子供の体力・

運動能力の向上に係る施策の成果と課題を把握し，その改善を図るとともに，そのよ

うな取組を通じて，子供の体力・運動能力の向上に関する継続的な検証改善サイクル

を確立する。 

（３）各国公私立学校が各児童生徒の体力・運動能力や運動習慣，生活習慣，食習慣等を把

握し，学校における体育･健康等に関する指導などの改善に役立てる。 

２ 調査の対象 

・国・公・私立学校の中学校第２学年、中等教育学校第２学年、特別支援学校中学部第 2

学年の原則として全生徒 

・南港北中学校では、２年生 ９２名 

３ 調査内容 

・生徒に対する調査 

ア 実技に関する調査（以下、「実技調査」という。測定方法等は新体力テストと同様） 

中学校調査では、以下の種目を実施する。 

[８種目］ 握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、持久走、20ｍシャトルラン、

50ｍ走、立ち幅とび、ハンドボール投げ（※持久走か20ｍシャトルラン

のどちらかを選択） 

イ 質問紙調査 

運動習慣、生活習慣等に関する質問紙調査（以下「生徒質問紙調査」という。） 

を実施する。 



握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 持久走
２０ｍ

シャトルラ ン
５０ｍ走 立ち幅とび

ハン ドボール

投げ
体力合計点

男子 26.44 28 .26 45 .11 55 .74 91 .93 7 .88 190 .61 21 .85 44 .07

大阪市 29.29 27 .51 40 .96 51 .76 411 .55 83 .43 8 .09 191 .49 20 .42 41 .25

全国 28.91 27 .46 43 .06 51 .93 391 .72 86 .24 8 .03 194 .69 20 .59 42 .13

女子 22.18 23 .21 49 .62 50 .44 67 .73 8 .28 169 .41 15 .00 53 .70

大阪市 24.15 23 .41 44 .39 46 .77 303 .34 57 .97 8 .92 167 .47 12 .97 49 .20

全国 23.75 23 .48 45 .46 46 .60 288 .51 58 .80 8 .83 168 .28 12 .85 49 .56

生徒数大阪市立南港北中学校　　 85

男子は握力・立ち幅とび以外の６種目で全国平均を上回った。総合評価については、男子はＡ段階が４．
５％と全国平均より３．３％低いがＢ・Ｃ段階が８１．９％と全国より１７．９％高い。Ｄ・Ｅの段階の割合が全
国より１４．３％少ない。
女子は握力・上体起し以外の６種目で全国平均を上回った。総合評価については、Ａ段階は５１．４％と全
国平均より２２．５％高い。

・体育の授業において準備体操、ラジオ体操、補強、柔軟、ストレッチ運動を取り入れ確実に実施し、３学期
には持久走に力を入れ全身持久力向上を図ってきた。特に補強運動では、腹筋、背筋、腕立て伏せ、馬跳
び等、生徒の体力に応じて強度（回数）を設定して基礎体力の向上を図った。今後もこの取組みを続けてい
くとともに筋力、瞬発力に課題が見られるため準備運動をはじめ様々な場面において、それらを意識した運
動を取り入れていきたい。
・「運動をすることは好きですか」の質問に「好き」と回答した生徒は、男子８０％（全国６３．６％）女子８４．
２％（４６．９％）「保健体育の授業は楽しいですか」の質もに楽しいと回答した生徒は男子５８．７％（５０．
２％）女子６４．１％（３８．８％）と良好な数字を示している。今後も生徒の意識が向上するよう努めていきた
い。

これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題

結果の概要

平成２８年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」検証シート

平均値

 

 



成果と課題

今後の取組

3

10

質問
番号

質問事項

「運動が好き」と肯定的に回答した生徒の割合が９５．６％で全国平均を上回っており、「運動やスポーツは大切だ」と考えている生徒も９３．
３％と全国平均よりも高い意識を持っている。しかし学校運動部や地域スポーツに所属している生徒の割合が８７％で全国平均よりも低く改
善していきたい。

運動、スポーツが苦手な生徒に対しても生徒間で支援しをしあいながら、個々の目標を達成し、上達していく喜びを感じられるよう工夫してい
きたい。

 運動（体を動かす遊びを含
む）やスポーツをすることは好
きですか

1

自分の体力に自信がありますか

あなたにとって運動(体を動かす
遊びを含む)やスポーツは大切で

すか

学校の運動部や地域のスポーツ

クラブに所属していますか。当て
はまるもの全て選んでください。

2

運動やスポーツについて（男子）

80.0%

59.5%

63.6%

15.6%

26.4%

25.4%

4.4%

8.9%

7.3%

0.0%

5.2%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

好き

やや好き

ややきらい

きらい

6.8%

10.5%

12.7%

38.6%

32.5%

35.6%

40.9%

37.8%

35.5%

13.6%

19.2%

16.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

自信がある

やや自信がある

あまり自信がない

自信がない

71.1%

59.2%

64.5%

22.2%

28.6%

26.4%

4.4%

8.8%

6.8%

2.2%

3.4%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない

58.7%

68.5%

78.5%

10.9%

10.7%

7.7%

28.3%

16.5%

16.6%

8.7%

10.8%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

運動部

文化部

地域のスポーツクラブ

所属していない

 



成果と課題

今後の取組

「運動やスポーツをすることは好きだ」と回答した生徒の割合が84．2％（全国46．9％）、「体力に自信がある」と回答した生徒の割合が7.7％
（全国平均5．7％）、「やや自信がある」と回答した生徒の割合が35．9％（全国平均27．7％）、「運動やスポーツは大切だと感じている」生徒
が61．5％（全国平均50.2％）と、どの項目も全国平均を上回っていた。また、学校の部活動に所属する生徒が運動部・文化部合わせて
97.4％で全国平均（90.3％）を上回っている。引き続き、体を動かすことの楽しさをより多く伝えていき、運動に親しむ習慣をつけていくようにす
る。

生徒が前向きに運動やスポーツに取り組めるよう、教材研究を進めていきたい。

質問

番号

1

  運動（体を動かす遊びを含
む）やスポーツをすることは好
きですか

質問事項

2

自分の体力に自信がありますか

10

学校の運動部や地域のスポーツ

クラブに所属していますか。当て

はまるもの全て選んでください。

3

あなたにとって運動(体を動かす

遊びを含む)やスポーツは大切で

すか

運動やスポーツについて（女子）

84.2%

44.0%

46.9%

5.3%

29.9%

31.5%

5.3%

15.9%

14.3%

5.3%

10.2%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

好き

やや好き

ややきらい

きらい

7.7%

4.2%

5.7%

35.9%

24.1%

27.7%

28.2%

41.6%

41.5%

28.2%

30.1%

25.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

自信がある

やや自信がある

あまり自信がない

自信がない

64.1%

49.6%

58.3%

33.3%

36.3%

32.0%

5.1%

7.0%

9.5%

0.0%

12.2%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

運動部

文化部

地域のスポーツクラブ

所属していない

61.5%

45.0%

50.2%

25.6%

34.7%

34.6%

10.3%

15.3%

12.1%

2.6%

5.1%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない

 

 

 



成果と課題

今後の取組

質問
番号 質問事項

6

　朝食は毎日食べますか(学校が

休みの日も含める)

12

　家の人から運動やスポーツを積
極的に行うことを勧められることが

ありますか

「朝食を毎日食べる」と回答した生徒が９７．８％で全国平均（９５．２％）を上回り、「健康でいるために食事をしっかりとることが大切だ」と回答した
生徒は１００％であった。食事の重要性は理解しているので、毎日朝食を食べる割合が１００％になるよう、家庭の協力を得ながら改善していきた
い。

健康でいるために、食事だけでなく、運動の重要性も理解させ、実践させていきたい。

13

あなたが健康でいるために運動

を行うことはどのくらい大切だと考
えていますか。

14

あなたが健康でいるために食事

をしっかり取ることはどのくらい大
切だと考えていますか。

80.4%

71.5%

76.4%

17.4%

23.3%

19.6%

0.0%

3.7%

2.9%

2.2%

1.5%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない

97.8%

89.1%

90.5%

2.2%

9.4%

8.4%

0.0%

1.1%

0.8%

0.0%

0.4%

0.3%

80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない

80.4%

75.0%

82.7%

17.4%

17.4%

12.5%

2.2%

5.2%

3.3%

0.0%

2.4%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

毎日食べる

食べない日もある

食べない日が多い

食べない

21.7%

25.6%

27.3%

39.1%

32.5%

33.6%

26.1%

28.4%

26.7%

13.0%

13.6%

12.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

よくある

ときどきある

あまりない

全くない

ふだんの生活について（男子）

 

 



成果と課題

今後の取組

「健康でいるために運動を行うことが大切だ」と回答した生徒は66.7％で、全国平均（68．6％）を下回った。現在の運動が将来にもつながること
をイメージさせながら、健康と運動の関係についてより深く理解させていく。また、「健康でいるために食事をしっかりとることが大切だ」と回答した
生徒は92.3％と、食事の重要性は理解しているので、毎日朝食を食べる割合が１００％になるよう、家庭の協力を得ながら改善していきたい。

健康でいるために、食事だけではなく運動を行うことも必要だということを、しっかり理解させ実践させていきたい。

13

あなたが健康でいるために運動
を行うことはどのくらい大切だと考

えていますか。

14

あなたが健康でいるために食事
をしっかり取ることはどのくらい大

切だと考えていますか。

質問
番号 質問事項

6

　朝食は毎日食べますか(学校
が休みの日も含める)

12

　家の人から運動やスポーツを積
極的に行うことを勧められることが

ありますか

92.3%

85.9%

88.0%

7.7%

12.3%

10.8%

0.0%

1.4%

1.0%

0.0%

0.4%

0.2%

60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない

84.6%

72.0%

80.1%

12.8%

20.3%

15.7%

2.6%

5.8%

3.1%

0.0%

1.9%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

毎日食べる

食べない日もある

食べない日が多い

食べない

20.5%

18.6%

19.4%

51.3%

33.2%

34.5%

20.5%

33.2%

33.1%

7.7%

15.0%

12.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

よくある

ときどきある

あまりない

全くない

ふだんの生活について（女子）

66.7%

64.3%

68.6%

30.8%

30.5%

27.2%

2.6%

4.1%

3.4%

0.0%

1.2%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない

 

 

 



成果と課題

今後の取組

19

ふだんの保健体育の授業で
は、友達と助け合ったり、役割
を果たすような活動を行ってい

ますか。

保健体育の授業を「楽しい」と肯定的に回答した生徒の割合が５８．７％と全国平均５０．２％を上回っており、「楽しくない」と回答した生徒は
０％である。できなかったことができるようになったきっかけとしては、「先生に個別にコツやポイントを教えてもらった」が６３％で全国平均４２．
３％を大きく上回っていいる。授業の目標が示されているかについては、９５．７％で全国８５．１％を上回っている。

できなかったことができるようになっていくことが、楽しく一生懸命い取り組む姿勢へとつながっていくので、今後とも一人ひとりにきめ細かくアド
バイスをしていくように取り組んでいきたい。

質問

番号
質問事項

16

　保健体育の授業は楽しいで
すか

17

ふだんの保健体育の授業で
は、授業の始めに授業の目標
(目当て・ねらい)が示されてい

ますか。

21

　これまでの体育の授業で「で
きなかったことができるように
なった」きっかけ、理由はどの
ようなものがありましたか

67.4%

45.6%

55.5%

28.3%

31.7%

29.6%

2.2%

13.2%

9.3%

2.2%

9.5%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

示されている

やや示されている

あまり示されていない

示されていない

58.7%

40.8%

50.2%

32.6%

42.0%

38.1%

8.7%

11.9%

8.5%

0.0%

5.2%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

楽しい

やや楽しい

あまり楽しくない

楽しくない

保健体育の授業について（男子）

45.7%

35.4%

46.8%

39.1%

38.2%

37.3%

13.0%

17.9%

11.8%

2.2%

8.6%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

ときどき行っている

あまり行っていない

行っていない

63.0%

54.3%

2.2%

56.5%

43.5%

0.0%
2.2%

6.5%
2.2%

6.5%

38.5%
30.5%

3.3%

34.4% 33.6%

2.1% 2.8%
9.2% 3.2%

13.2%

42.3%

40.1%

4.5%

38.5%
43.3%

3.1%
3.2%

11.9%

4.5%
7.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

学校 大阪市 全国

1 授業中先生に個別にコツやポイントを教えてもらった 2 授業中自分で工夫した

3 自分に合った場やルールが用意された 4 先生や友達のまねをしてみた
5 友達に教えてもらった 6 授業中に自分の動きをビデオで見た

7 授業外で先生に教えてもらった 8 授業外で自分で練習した

9 授業外で自分で本やビデオを見た 10 できるようになったことがない

 



成果と課題

今後の取組

保健体育の授業を「楽しい」と肯定的に回答した生徒の割合が、64．1％と全国平均38．8％を大きく上回っている。このことから、とても楽し
みながら授業に取り組めていることがわかる。できなかったことができるようになったきっかけとしては、「先生に個別にコツやポイントを教えても
らった」が71．8％で全国平均45．8％を大きく上回っている。授業の目標が示されているかについて肯定的回答が84．6％、友達と助け合っ
たり役割を果たすような活動を行っているかについて肯定的回答が74.4％と全国平均を大きく上回った。

このまま継続し、生徒がより一層、運動やスポーツの楽しさやできなかったことができた喜びを味わうことができるよう指導していく。また、授業
の中で視聴覚教材を積極的に取り入れていくようにする。

21

　これまでの体育の授業で「で
きなかったことができるように
なった」きっかけ、理由はどの
ようなものがありましたか

質問

番号
質問事項

16

　保健体育の授業は楽しいで
すか

17

ふだんの保健体育の授業で
は、授業の始めに授業の目標
(目当て・ねらい)が示されてい

ますか。

19

ふだんの保健体育の授業で
は、友達と助け合ったり、役割
を果たすような活動を行ってい

ますか。

74.4%

40.8%

52.6%

25.6%

38.0%

35.7%

0.0%

15.6%

9.3%

0.0%

5.6%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

行っている

ときどき行っている

あまり行っていない

行っていない

64.1%

32.5%

38.8%

25.6%

43.0%

44.2%

10.3%

17.6%

13.2%

0.0%

6.8%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

楽しい

やや楽しい

あまり楽しくない

楽しくない

保健体育の授業について（女子）

84.6%

42.0%

53.0%

15.4%

34.1%

31.3%

0.0%

15.6%

10.8%

0.0%

8.3%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

示されている

やや示されている

あまり示されていな
い

示されていない

71.8%

35.9%

2.6%

43.6%

59.0%

0.0%

7.7% 7.7%

0.0%
2.6%

44.4%

25.5%

4.1%

41.2%

53.7%

3.6% 3.8%

13.4%
3.5%

9.7%

45.8%

33.5%

4.7%

46.4%
63.6%

3.9% 3.4% 15.0% 3.5% 5.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

学校 大阪市 全国

1 授業中先生に個別にコツやポイントを教えてもらった 2 授業中自分で工夫した

3 自分に合った場やルールが用意された 4 先生や友達のまねをしてみた

5 友達に教えてもらった 6 授業中に自分の動きをビデオで見た

7 授業外で先生に教えてもらった 8 授業外で自分で練習した

9 授業外で自分で本やビデオを見た 10 できるようになったことがない

 



成果と課題

今後の取組

質問
番号

質問事項

8

29

　オリンピック・パラリンピックへ
の気持ち

毎日どのくらい寝ていますか。

「オリンピック・パラリンピックに自分も出場したい」と回答した生徒が２１．７％と全国平均１５・７％を上回っていたことから、高い目標をもって取り
組もうとしていることがうかがえる。また「試合を見に行きたい」と回答した生徒の割合が６５．２％と全国平均５０．７％を上回っており関心の高さもう
かがえる。

２０２０年東京オリンピックに向けて興味関心を高めていくよう、授業を通して取り組んでいきたい。また健康的な生活を送るためにも睡眠の大切さ
を啓発してきたい。

10.9%

23.8%

22.2%

87.0%

65.8%

67.0%

2.2%

10.4%

10.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

8時間以上

6時間以上8時間未満

6時間未満

その他（男子）

19.6% 19.6%
17.4%

21.7%

65.2%

17.4%
19.6%

24.9%

11.6%
8.0%

16.1%

44.3%

5.3%

32.8%32.4%

13.3% 10.1%
15.7%

50.7%

8.4%

25.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1 2 3 4 5 6 7

学校 大阪市 全国

1 関心が高まる 2 自分も行って 3    内容・歴史を知りたい

4 自分も出場したい 5 試合を見に行きたい 6 ボランティアをしてみたい
7 わからない

 
 

 

 



8

成果と課題

今後の取組

質問
番号

質問事項

毎日どのくらい寝ていますか。

29

　オリンピック・パラリンピックへ
の気持ち

「オリンピック・パラリンピックへの関心が高まる」と回答した生徒の割合が20．5％とわずかながら全国平均（18．3％）を上回ったことから、競技へ
の関心があることはうかがえる。また、「内容・歴史をしりたい」と回答した生徒の割合が25．6％と全国平均（8．4％）を大きく上回っていたことから
知的好奇心の高さもうかがえる。「ボランティアをしたい」と回答した生徒の割合が33．3％と全国平均（9．2％）を大きく上回っていたことから奉仕
の心がとても高いということがわかる。

授業を通して、オリンピックやパラリンピックの内容や歴史について深く掘り下げて学習していくようにする。また健康的な生活を送るためにも睡眠
の大切さを啓発してきたい。

17.9%

18.4%

16.1%

74.4%

68.0%

70.7%

7.7%

13.7%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

8時間以上

6時間以上8時間未満

6時間未満

その他（女子）

20.5% 20.5%

25.6%

10.3%

59.0%

33.3%

17.9%18.3%

8.3% 8.4% 7.3%

44.9%

9.2%

41.1%

25.9%

9.1% 11.0%

6.4%

55.3%

15.2%

27.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1 2 3 4 5 6 7

学校 大阪市 全国

1 関心が高まる 2 自分も行って 3    内容・歴史を知りたい

4 自分も出場したい 5 試合を見に行きたい 6 ボランティアをしてみたい
7 わからない

 


